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Hl J立印刷

( 6月l日現在

総:人 口 114，135人(十143)

男 55，534人(+92) 

女 58，601人(+511 

世帯数 35，226世帯f(+127J

( )内は前月比です

6
月
定
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開
会

交
通
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亡
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故
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市民の動き
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6月18日、岩清水の 行 沢川では、地元の小学生 14人がヤマメの稚魚、を放流 しました。

この日は、 小雨がぱらつ くあいにくの天気でしたが、子供たちは 5-7 cmのヤマメの

稚魚、 をハケツに入れても らい 「大きく育ってね」 と願いながら、 川に放しましたの行

山川は、年闘 を過して水量ヵ、豊かて‘水質も適していることから、 2年前から上小 漁業

協同組合の 協力により抜流が行われています。
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小牧橋関連事業を重点に補正

係
議
員
め
皆
同
時
に
お
か
れ
ま
し
て
も
上

岡
市
め
現
状
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
こ

れ
ら
施
設
の
建
設
推
進
の
た
め
の
お
力

6月定例市議会が、 6月:

14日から 7月1日まで18目。6月定例市議会が開会

聞の会期で聞かれました。

今回の市議会では、「上田

市手数料条例及び上田市税

条例の一部改正案Jr上田市

福祉医療費給付金条例の-

j部改正案Jr貸付金免除条例 j

iの制定案Jr昭和58年度上回'

:市一般会計補正予算案」

:ど26議案が提案、審議され

:ました。

な

「一一
r 

6月定例市議会風景

&
n
a可

件
整
備
と
地
元
企
業
の
旺
盛
な
求
人
意

欲
を
促
し
て
い
き
た
い
と
考
、
え
て
い
ま
す
。

指

手
数
料
な
ど
の
額
の
引
き
上
げ
に
関
す

る
条
例
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
が、

市

民
の
皆
様
に
は
、
諸
般
の
状
況
か
ら
御

市
長
提
案
説
明
要
旨

昭
和
五
十
八
年
度
の
市
政
推
進
に
・
つ

き
ま
し
て
は
、
三
月
定
例
市
議
会
の
折
、

施
政
方
針
と
し
て
述
べ
ま
し
た
と
お
り
、

現
在
、
そ
の
多
く
の
事
業
の
実
施
に
鋭

意
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昭
和
五
十
七
年
度
会
計
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
の
五
月
末
日
を
も
っ
て
出
納

閉
鎖
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
般
会
計
は

前
年
度
予
算
額
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
行
財

政
の
情
勢
で
あ
っ
た
こ
と
を
一
示
す
も
の

で
す
が
、
幸
い
議
員
の
皆
様
の
御
協
力

と
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
御
理
解
に
よ

り
、
実
施
計
画
を
基
本
線
と
し
な
が
ら

市
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

商
業
近
代
化
地
域
計
画
と

上
田
駅
前
周
辺
整
備
構
想

計
画
行
政
の
推
進
に
あ
た
り
、
新
た

に
具
体
化
し
て
き
ま
し
た
施
策
な
ど
の

主
な
も
の
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

先
に
、
中
小
企
業
庁
の
委
託
事
業
と

し
て
、
商
工
会
議
所
が
中
心
と
な

っ
て

進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
商
業
近
代
化
地

域
計
画
の
報
告
が
三
月
に
な
さ
れ
、
続

い
て
上
田
市
が
財
団
法
人
都
市
計
画
協

会
に
委
託
し
て
い
ま
し
た
と
こ
ろ
の
上

m田
町
駅
前
川
自
判
明
世
軟
足
惜
川
崎
括
的
傾
倒
。

u
v
+。I
C
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nリ、

今
年
三
月
、
同
和
地
区
大
学
進
学
奨

励
費
の
貸
与
等
に
関
す
る
規
程
を
設
け

ま
し
た
が
、
こ
の
規
程
中
返
還
債
務
を

調
査
報
告
書
と
し
て
で
き
あ
が

っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
報
告
書
で
は
、
市
の
将

来
像
や
新
幹
線
整
備
に
よ
る
影
響
効
果

と
周
辺
地
区
の
位
置
づ
け
な
ど
か
ら
、

こ
の
繁
備
計
画
を
ま
と
め
提
案
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
将
来
の
上

田
市
発
展
の
指
針
と
も
な
る
貴
重
な
資

料
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
来
年
度
に
か

け
て
計
画
し
て
い
ま
す
長
期
基
本
構
想

策
定
の
中
で
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

じ
ん
か
い
焼
却
場
の

焼
却
炉
建
設

次
に
、
上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組

合
で
長
池
跡
地
に
建
設
の
計
画
を
進
め

て
い
ま
し
た
創
造
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
の
た
び
、
固
め
田
園
都
市
中
核
施
設

整
備
事
業
と
し
て
採
択
が
内
示
さ
れ
、

昭
和
五
十
九
年
度
に
建
設
の
目
途
が
た

つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

上
小
地
域
内
の
広
域
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

と
し
て
、
そ
の
利
用
と
活
動
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
上
田
市
・
真
田
町
じ
ん
か
い

焼
却
場
組
合
で
進
め
て
い
ま
し
た
焼
却

炉
建
設
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
地
元

自
治
会
の
皆
様
の
御
理
解
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
い
よ
い
よ
建
設
に
向
け

て
第
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
状
況
に
な
り

ま
し
た
。
と
も
に

一
部
事
務
組
合
の
事

体
莱
L
L
I
L
デ

t¥
同
闘
、

同
県

mり
凪
明
品
川
叫
岳
、
畑
恒
吋
ア
、
必
哩

ホリ

t
り
伽
札

A
U
B予
を
表

F、
N
u
e
h
n
7
+よ
+
1
松
山
守
、
陥
開



い
て
上
田
市
が
財
団
法
人
都
市
計
画
協

会
に
委
託
し
て
い
ま
し
た
と
こ
ろ
の
上

回
駅
前
周
辺
堅
備
構
想
が
ま
と
ま
り
、

ま
し
た
。
と
も
に
一
部
事
務
組
合
の
事

業
と
し
て
、
園
、
県
の
助
成
を
得
て
進

め
ら
れ
る
事
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
嗣
間

-都890

何
昨
幅
咽

n
H
め
且
町
師
陣
に
お
か
れ
ま
し
て
も
上

旬
市
め
現
扶
を
'
御
理
解
い
た
だ
き
、
こ

れ
ら
地
設
の
怨
設
推
進
の
た
め
の
お
力

添

f
b
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
す

雇
用
政
策
の
整
備
と

民
間
活
力
を
推
進

雇
用
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
規

学
卒
者
の
地
元
就
職
志
向
が
年
々
高
ま

っ
て
き
て
お
り
、
ま
た

U
タ
ー
ン
希
望

者
が
多
く
な
る
中
で
、
地
方
定
住
化
が

強
ま
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
下
で
、
地
域
の
雇
用
政

策
の
整
備
と
民
間
活
力
の
推
進
を
図
る

国
の
雇
用
開
発
推
進
事
業
地
域
に
、
こ

の
上
小
地
域
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
雇
用
の
安
定
を
図
る
た

め
、
新
規
企
業
誘
致
の
た
め
の
立
地
条

だえつ- (3)一一一一 昭和58年 7月1日 広 報

常
任
委
員
会
委
員

な
ど
の
一
部
が
変
更

桜
井
啓
喜
さ
ん
の
繰
り
上
げ
当
選
に

伴
い
、
市
議
会
常
任
委
員
会
委
員
、
特

別
委
員
会
委
員
、
議
会
運
営
委
員
会
委

員
、
及
び
各
種
委
員
の
一
部
が
、
次
の

と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
委
員

マ
総
務
文
教
委
貝
会

桜
井
啓
喜
き
ん
が
加
わ
り
ま
す
。

特
別
委
員
会
委
員

件
整
備
と
地
元
企
業
の
旺
盛
な
求
人
意

欲
を
促
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
会
館

今
秋
ご
ろ
に
は
着
工

上
回
築
城
四
百
年
鉱
山
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
民
の
手
作
り
の
祭
り
を
主
体
と

し
実
施
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
四
百
年
祭
の
記
念
事
業
の
一
環
と

い
っ
た
意
義
を
も
も
つ
も
の
で
懸
案
と

さ
れ
て
い
た
観
光
会
館
建
設
に
つ
き
ま

し
て
も
、
県
観
光
開
発
公
社
の
観
光
施

設
事
業
に
よ
り
、
今
年
の
秋
ご
ろ
に
は

起
工
式
を
行
い
、
着
工
で
き
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

以
上
、
三
月
定
例
市
議
会
以
降
の
新

し
い
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
申

し
上
げ
ま
し
た
。
な
お
、
今
議
会
に
は
、

マ
高
速
自
動
車
道
対
策
特
別
委
員
会

桜
井
啓
喜
さ
ん
が
、
斉
藤
吉
栄
さ
ん

と
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会
委
員

桜
井
啓
喜
さ
ん
が
、
成
沢
捨
也
き
ん

と
入
れ
替
わ
り
副
委
員
長
に
な
り
ま
す
。

各

種

委

員

マ
駐
車
場
管
理
委
員
会
委
員
、
マ
塩
田
地

区
有
線
放
送
電
話
運
営
委
員
会
委
員
、

マ
募
金
審
査
委
員
会
委
員
、
マ
健
康
づ

く
り
推
進
協
議
会
委
員
、
マ
産
院
運
営

審
議
会
委
員

そ
れ
ぞ
れ
桜
井
啓
喜
き
ん
か
、
斉
藤

吉
栄
さ
ん
と
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

手
数
料
な
ど
の
額
の
引
き
上
げ
に
回
附
す

る
条
例
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
が
、
市

民
の
皆
様
に
は
、
諸
般
の
状
況
か
ら
御

理
解
を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

主
な
条
例
の

改
正
・
制
定
案

マ
上
田
市
手
数
料
条
例
及
び
上
田
市
税

条
例
の
一
部
改
正

政
令
で
あ
る
戸
籍
手
数
料
令
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
各
種
手
数
料
の

見
直
し
を
行
い
、
過
去
七
年
間
据
え
置

い
た
こ
と
、
ま
た
他
市
町
村
の
状
況
な

ど
も
考
慮
し
て
住
民
票
、
印
鑑
証
明
、

納
税
証
明
な
ど
の
手
数
料
を
改
正
し
た

い
と
い
う
も
の
で
す
。

マ
上
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

地
方
税
法
な
ど
の
改
正
に
伴
い
、
保

険
税
の
課
税
限
度
額
及
び
軽
減
額
の
引

き
上
げ
な
ど
と
と
も
に
、
税
率
の
一
部

を
改
正
し
て
財
源
確
保
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

マ
上
田
市
福
祉
医
療
費
給
付
金
条
例
の

一
部
改
正

老
人
保
健
法
の
施
行
に
伴
い
、
同
法

と
の
整
合
性
ま
た
各
福
祉
医
療
制
度
聞

の
均
衡
を
考
慮
し
、
所
得
制
限
と
寝
た

き
り
老
人
な
ど
に
対
す
る
救
済
策
な
ど

を
行
う
た
め
、
所
要
の
改
正
を
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

マ
貸
付
金
免
除
条
例
の
制
定

今
年
三
月
、
同
和
地
区
大
学
進
学
発

励
賞
の
貸
与
等
に
関
す
る
規
穏
を
設
け

ま
し
た
が
、
こ
の
規
程
中
返
還
債
務
を

免
除
す
る
に
つ
い
て
、
今
回
、
保
健
婦

修
学
資
金
貸
付
金
の
免
除
と
あ
わ
せ
て

条
例
を
新
設
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

一
般
会
計

補
正
予
算
案
の

主

な

内

容

今
回
の
補
正
額
は
十
億
九
千
百
九
万

九
千
円
で
、
こ
れ
に
よ
り
補
正
後
の
総

額
は
百
八
十
六
億
四
千
四
十
二
万
円
と

な
り
ま
す
。

マ
歳
入
の
主
な
も
の

分
担
金
及
び
負
担
金
四
億
一
千
四
百

三
十
五
万
九
千
円
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
う
ち
三
億
九
千
万
円
は
小
牧
橋
道
路

関
連
の
も
の
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
市
税

二
億
三
千
四
百
六
十
一
万
円
、
市
償
一

億
六
千
四
百
五
十
万
円
、
園
、
県
支
出

金
あ
わ
せ
て
二
億
四
千
五
百
十
四
万
円

な
ど
、
い
ず
れ
も
収
入
可
能
な
範
囲
内

で
計
上
し
ま
し
た
。

マ
歳
出
の
主
な
も
の

*
総
務
費

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担

金
と
し
て
一
千
三
十
九
万
三
千
円
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
長
池
の
跡
地
に

建
設
を
予
定
し
て
い
る
創
造
館
に
つ
い

て
、
そ
の
計
画
策
定
費
の
市
負
担
分
で

す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
事
業
と

し
て
、
川
西
地
区
に
お
け
る
若
者
た
ち

m
w
g
且
E
Hm
nソ
ド
ド
叫
刈

1
レ

イ
岳、
書
伺
A
m問
、

出
島
喧
喧
孔
官
同
凶

る
た
め
放
送
設
備
、
太
鼓
な
ど
の
購
入

費
の
補
助
金
二
百
五
十
万
円
な
ど
が
主

な
も
の
で
す
。

*
民
生
費

信
州
青
年
希
望
の
船
第
十
船
の
参
加

者
補
助
金
と
し
て
、
二
十
三
名
分
九
十

二
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
改
善
対
策
事
業
と
し
て
、
東
前
山
地

区
、
築
地
地
区
な
ど
国
庫
補
助
事
業
及

び
県
単
事
業
に
つ
い
て
三
千
七
百
七
十

四
万
円
の
工
事
費
を
計
上
し
、
環
境
の

改
善
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

*
農
林
水
産
業
費

非
補
助
土
地
改
良
事
業
で
、
小
牧
地

区
に
お
け
る
取
付
道
路
の
用
地
買
収
費

三
億
五
千
七
百
万
円
、
同
補
償
費
四
千

万
円
の
追
加
補
正
の
ほ
か
、
県
営
塩
田

平
か
ん
ば
い
事
業
負
担
金
六
千
八
十
七

万
八
千
円
、
県
営
塩
田
西
部
ほ
場
整
備

事
業
補
助
金
一
千
二
百
八
十
万
六
千
円

な
ど
事
業
の
確
定
に
伴
い
、
た
め
池
、

小
規
模
排
水
な
ど
の
農
村
基
盤
の
整
備

を
進
め
る
た
め
の
各
種
負
担
金
、
補
助

金
の
計
上
、
一
億
一
千
七
百
十
六
万
円

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
特
定
地
域
農
業
振

興
総
合
対
策
事
業
の
追
加
分
と
し
て
、

岩
清
水
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
、
半
過
農

産
物
集
出
荷
所
の
建
設
な
ど
に
伴
う
補

助
金
七
百
三
十
万
六
千
円
吃
計
上
し
ま

し
た
。

*
土
木
由
貿

補
助
事
業
の
内
示
に
よ
る
も
の
が
大

半
で
、
小
牧
川
辺
町
線
の
工
事
費
七
千



一
凶
百
七
十
万
円
、
国
分
線
の
用
地
授
と

刷
補
償
貸
一
億
五
千
二
百
万
円
な
ど
の
小

一
牧
情
関
山
庄
の
道
路
新
設
改
良
銀
、
ま
た

一

公
闘
が
業
伐
と
し
て
、

別
所
公
園
の
自

ト
由
広
場
、
駐
車
場
な
ど
の
工
事
費
、
用

1

地
代
あ
わ
せ
て
五
千
八
百
二
十
七
万
五

打
千
円
、
市
民
の
森
公
闘
に
お
け
る
全
天

年
候
引
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
四
面
を
は
じ
め
ネ

0
6
 

同

ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
な
ど
に
工
事
費
四
千
三

印
刷

d
a
tノ
;
t
!
?
t
i
-
-
?
;
;
;

一
一
血
液
の
仕
組
み
と
働
き

だ
=
盃
彦
一
一
一

今
回
は
、
人
聞
の
休
の
中
で
も
最
も

大
切
な
血
液
に

つ
い
て
、
そ
の
仕
組
み

と
働
き
に
つ
い
て
、
お
話
し
し
ま
し
ょ

、っ

私
た
ち
の
血
液
量
は
、
体
重
が
五
十

キ
ロ
グ
ラ
ム
の
人
で
は
、
お
よ
そ
三
か

ら
四
リ
ッ
ト
ル

で
す
。
こ
の
血
液
が
、

心
臓
の
ポ
ン
プ
作
用
に
よ
っ
て
体
の
す

み
ず
み
ま
で
送
ら
れ
、
細
胞
と
の
間
で

栄
養
と
必
要
な
く
な
っ
た
物
の
受
け
わ

た
し
ゃ
ガ
ス
交
換
が
行
わ
れ
た
後
、
ま

た
心
臓
に
も
ど
り
、
肺
に
送
ら
れ
て
酸

素
の
多
い

血
液
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
血
液
は
全
身
を
め
く
っ

て
い
る
わ
け
で
す
が
、
体
の
中
を
ひ
と

ま
わ
り
す
る
の
に
平
鈎
二
十
秒
く
ら
い

ふ

V
ム
V
A
V
L
L
い
ム
U
れ
れ
ず
、
い
幸
O
L
q
v
e

えつ広報..... ~ 890号890号~

百
万
円
を
充
て
、
市
民
憩
い
の
広
場
の

造
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
広
域
農
道
の

川
原
柳
豊

里
線
の
歩
道
設
置
事
業
の
継
続
分
と
し

て
、
二
千
三
百
八
十
万
円
で
四
百
二
十

メ
ー
ト
ル
区
間
に
つ
い
て
、
交
通
安
全

施
設
の
整
備
の
た
め
引
き
続
き
施
工
し

て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
単
事
業
で
す

が
舗
装
道
路
の
維
持
補
修
費
と
し
て
、

血

液

の

成

介

次
に
、
血
液
の
成
分
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
し
ょ
う
。
血
液
は
、
血
球
と
血

し
ょ
う
と
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

血
球

に
は
赤
血
球
、
白
血
球
、
血
小
板
の
三

種
類
が
あ
り
ま
す
。

O
赤
血
球
:
・
肺
で
酸
素
と
結
び
つ
き
、

こ
の
酸
素
を
体
の
す
み
ず
み
ま
で
運

び
、
炭
酸
ガ
ス
と
入
れ
替
え
る
働
き

を
し
ま
す
。
赤
血
球
に
は
、
血
色
素

(
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
)
と
い
う
色
素
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

血
液
が
亦
く
見
、
え

る
の
は
、
こ
の
色
素
の
た
め
で
す
。

O
白
血
球
'
s

細
菌
や
そ
の
他
の
有
害
物

HF
片

mw
ド
ド
マ
人
白
川
，

J
込
h
u

の仇
τ仕
附

ρ
‘
、
品
開
主
、

b
f

六
月
十
七
日
、
長
野
県
交
通
安
全
運

動
推
進
上
小
地
方
部
は
、
「
上
小
地
区
交

通
死
亡
事
故
多
発
非
常
事
態
宣
言
」
を

二
千
五
百
万
円
の
追
加
計
上
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

*
教
育
費

明
春
開
校
を
予
定
し
て
い
る
南
小
学

校
に
つ
き
ま
し
て
、
校
舎
本
体
の
建
設

工
事
は
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、
体

育
や
入
学
式
な
ど
を
行
う
に
必
要
な
体

育
館
は
五
十
九
年
度
の
補
助
対
象
事
業

に
予
定
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
工
事
費

し
ま
す
。

O

血
小
板
・
:
け
が
で
出
血
し
た
と
き
に
、

止
血
す
る
の
に
大
切
な
働
き
を
し
ま

す。き
て
、
こ
の
血
球
に
も
寿
命
が
あ
り

ま
す
。
体
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
生

け
ん
命
使
命
を
果
た
し
て
古
く
な

っ
て

壊
れ
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
寿
命
は
、
赤
血
球
が
約
百
二
十
日
、

白
血
球
や
血
小
板
が
十
目
前
後
で
す
。

血
し
ょ
づ
は
九
O
%
が
水
分
で
、
七

か
ら
八
%
が
た
ん
ぱ
く
質
、
残
り
が
糖

質
や
脂
肪
な
ど
で
す
。

今
ま
で
お
話
し
し
て
き
ま
し
た
よ
う

に
、
血
液
は
私
た
ち
が
生
命
を
保

っ
て

い
く
う
え
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
働
き

を
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を
ま

と
め
て
み
ま
し
ょ
う
e

①
酸
素
と
栄
養
素
を
す
べ
て
の
細
胞
に

行
き
わ
た
ら
せ
、
い
ら
な
く
な
っ
た

炭
酸
カ
ス
と
老
廃
物
を
運
ぶ

②
ホ
ル
モ
ン
や
酵
素
な
ど
を
各
器
官
に

送
り
、
機
能
を
調
節
す
る

母
体
全
体
の
温
度
が
ほ
ぼ
一
定
に
保
つ

市
内
の
交
通
死

t
者

す
で
に

6
人

を
翌
年
度
債
務
負
担
と
し
て
本
年
度
に

着
手
し
、
未
完
成
な
が
ら
開
校
の
時
期

に
間
に
合
わ
せ
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
る
債
務
負
担
の
頒
は
、
工
事

費
に
お
い
て
二
億
六
百
四
十
万
円
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
文
化
財
保
存
の
立
場
か

ら
、
上
回
城
の
西
砲
に
引
き
続
き
南
憾

の
保
存
修
理
を
五
十
八
、
五
十
九
両
年

よ
う
に
す
る

④
細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
が
体
の
中
に

入
っ
て
く
る
と
戦
う

献
血
に
御
協
力
を

血
液
は
人
工
的
に
つ
く
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ほ
か
の
動
物
の
血

液
を
代
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
病
気
や
事
故
な
ど
で
血
液
が

足
り
な
く
な

っ
た
と
き

(全
血
液
の
三

分
の
一
を
失
う
と
、
生
命
に
危
険
な
状

態
に
な
り
ま
す
)
輸
血
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
こ
の
輸
血
用
の
血
液
は
、

一
O
O
%
献
血
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
血
液
は
保
存
で
き
る
期
聞

が
短
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
輸
血
の
必

要
量
に
見
合
う
献
血
を
計
画
的
に
確
保

す
る
の
は
、
む
ず
か
し
い
状
態
で
す
。

そ
こ
で
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
の

善
意
の
献
血
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

現
在
は
、
献
血
し
た
と
き
に
、
血
液

型
を
は
じ
め
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
量
な
ど
六
つ
め
項
目
に
つ
い
て
も
生

ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
り
、
現
代
車
社
会
の

常
識
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

だ
れ
も
交
通
が
故
は
、
い
や
な
も
の

。

度
に
わ
た
っ
て
事
業
資
四
千
五
斤
万
円

で
実
施
し
ま
す
が
、
本
年
度
工
が
伐
と

し
て
一
千
八
百
四
卜
三
万
六
千
円
を
計

上
し
、
工
事
貨
の
残
り
二
千
二
百
丘
十

五
万
二
千
円
は
、
翌
年
度
債
務
負
拘
と

し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。
信
波
国
府

跡
緊
急
確
認
調
査
に
つ
き
ま
し
て
も
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
国
庫
補
助
を
受
け

て
発
指
調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

化
学
検
査
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
本

人
の
健
康
管
理
に
も
役
立
つ
よ
う
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

市
の
中
で
は
、
血
液
セ

ン
タ
ー
で
第

一
・
三
木
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
三
時

ま
で
、
献
血
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
企
業
や
地
区
な
ど
で
五
十
人
以

上
集
ま
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
献
血
車

を
配
車
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
御
利
用
く
だ
さ
い
。

今月前半の献血日程

場

場

所

工

工

業

所

回

国

営

支

上

上

回

科

附

棚

上

神

側

側

口

問

、ン

側

協

針

一

食

ン

産

農

ン

ニ

一

ケ

日

市

ガ

ペ

ピ

ノ

野

田

ル

絹

ス

ナ

長

上

オ

鐘

ヱ

シ

前

後

前

後

前

後

午

午

午

午

午

午

門

口

門

口

n口

同
H
リ

同

H
け

同

H
j
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上小地区で非常事態宣言

7月11日

7月18日

②
ホ
ル
モ
ン
や
酵
素
な
と
を
各
器
官
に

送
リ
、
機
能
を
調
節
す
る

(
釦
シ
体
全
俸
の
a
瞳
度
が

1
3
一
定
に
保
つ

7月15日

λ
九
十
七
日
、
長
野
県
交
通
安
全
運

動
酌
推
進
上
小
池
万
部
は
.
「
上
小
地
区
交

必
死
亡
小
佐
多
発
非
常
事
態
穴
f
U
L

を

け冒「
L
t
I
d
h
J

ニ
ー
は
、
ド
ム
小
地
ぽ
し
の

本
年
の
い
父
必
事
故
に
よ
る
死
者
か
す

で
に
昨
年
一
年
間
の
死
者
を
上
回
る
状

況
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
夏
期
行
楽
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
交
通
事
故
の
多
発
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
住
民
総
ぐ
る

み
で
交
通
事
故
の
絶
滅
に
あ
た
ろ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

安
全
な
市
民
生
活
を
脅
か
す
悲
惨
な

交
通
事
故
を
、

市
民
み
ん
な
の
力
で

一

件
で
も
少
な
く
す
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ

、つ。

市
内
の
交
通
死
亡
者

す
で
に

6
人

市
内
で
の
交
通
死
亡
事
故
の
状
況
は
、

六
月
十
四
日
現
在
で
次
の
表
の
と
お
り

六
人
の
死
者
が
出
て
お
り
、
対
前
年
数

は
プ
ラ
ス
五
と
急
激
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た、

死
亡
事
故
は
全
市
的
に
発

生
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ
も
通

勤
、
通
学、

買
い
物
に
と
平
気
で
通

っ

て
い
る
所
な
の
で
す
。

正
し
い

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
マ
ナ
ー

を
実
践
す
る
こ
と
こ
そ
、
交
通
安
全
に

つ
い
て
自
分
の
責
任
を
自
覚
し
て
い
る

iザ
上小地方部長が、市の協力を得るため市長に

宣言文を手渡しました

現
在
は
、
献
血
し
た
と
き
に
、
血
液

型
を
は
仁
め
血
液
中
め
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
量
な
ど
六
つ
の
項
目
に
つ
い
て
も
生

ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
り
、
現
代
車
社
会
の

常
識
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

だ
れ
も
交
通
事
故
は
、
い
や
な
も
の

で
す
し
か
し
、
だ
れ
に
で
も
起
こ
り

得
る
問
題
な
の
で
す
。
交
通
安
全
に
つ

い
て
身
近
に
起
こ

っ
た
こ
と
、
テ
レ
ヒ

な
ど
で
見
た
事
故
の
こ
と
な
ど
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
家
庭
の
中
で
話
題
に
し
、

話
し
合

い
ま
し
ょ
う。

話
し
合
う
こ
と

は
、
交
通
事
故
防
止
に
必
ず
役
立
ち
ま

す
。思

い
や
り
ゆ
ず
る
心
で
防
ぐ
事
故

確
か
め
て
渡
る
あ
な
た
が
子
の
手
本

上田市内の交通事故状況

主点型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 計

一
JII 西 1人 1人

一
塩 回 1人 1人

ーー

神 )11 1人 2人 3人

一
西 音E 1人 l人

J 

計 。。。2人 1人 3人 ー6J人d 

58年上田市内の交通死亡事故状況あなたも御参加を

部落差別をなくす市民大行動
部落の完全解放を図るため、今年も「第 8回部落差別

をなくす市民大行動」を、 7月20日附午後 2時から市民

会館で行います。

市民の皆さんに同和問題に対する理解と認識を深めて

いただき、差別のない明るいまちづくりのために、大勢

の皆さんの御参加をお願いします。
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わがまち上回⑧ l 
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神
の

えつ広報

今
回
は
、
来
塩
田
地
区
自
治
会
連
合

会
の

石
神
か
ら
、
六
柱
神
社
祭
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
ょ
う。

。

。

石
神
は
束
塩
団
地
区
の
中
心
地
に
位

置
し
、
世
帯
数
百
四
十
三
戸
の
自
治
会

で
す
。成

乱
、
上
回
九

f
線
改
良
促
進
期
成

同
出
会
で
は
、
平
井
寺
ト
ン
、
手
ル
の
早

，
酎
酬
肉
必
哩

bAMμ
泌
似

ν
て
J
b
Z
寸
1

・
切
れ

μ
ト

r

開
通
す
れ
ば
、
東
塩
田
は
も
と
よ
り
上

田
市
の
発
展
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

石
神
に
は
、
柳
沢
、
鈴
子
、
石
神
の

三
か
区
の
安
曽
神
社
が
あ
り
、
前
山
寺

へ
至
る
鎌
倉
街
道
の
遊
歩
道
が
、
こ
こ

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
信
州
の
鎌

倉
の
史
跡
の
中
に
あ
る
神
社
や
仏
閣
と

と
も
に
有
名
な
の
が
「
大
六
の
間
の
木
」

で
す
。
樹
齢
七
百

年

t
'b
い
わ
れ
、
幹

の
回
同
開
凶
斗
l
=
-
J
r
l
1
L
l
u
w
‘
を
向
告
と
ニ
ふ
l

j

戸 1¥890号

安
全
は
家
庭
・
学
校

宵祭で安来節を踊る皆さん

ー
ト
ル
の
大
木
が
、
東
塩
田
小
学
校
の

北
側
に
あ
り
ま
す
。

毎
年
、
五
月
一
日
に
は
、
恒
例
の
六

柱
神
社
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
祭
に

は
、
伝
統
あ
る
石
神
獅
子
を
保
存
会
の

皆
さ
ん
の
御
協
力
を
得
て
、

必
ず
奉
納

し
て
い
ま
す
。
五
穀
豊
穣
、
家
内
繁
盛

と
、
今
で
は
交
通
安
全
も
含
め
て
祈
願

を
し
て
い
ま
す
。
獅
子
舞
に
は
、
幌
舞
、

神
楽
、

矢
車
、

面
神
楽
、
悪
魔
払
い
の

五
つ
の
舞
が
あ
り
ま
す
。
戦
後

一
時
中

断
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

最
近
に
な

っ
て
復
活
し
、
後
世
に
残
す

た
め
に
保
存
会
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
祭
り
の
前
夜
祭
(
宵
祭
)

に
は
、
保
存
会
の
皆
さ
ん
の
獅
子
舞
を

皮
切
り
に
、
各
種
グ
ル
ー
プ
(
詩
吟、

民
謡、

民
踊
、
大
正
琴
)
、
各
班
の
婦
人

会
の
皆
さ
ん
の
出
し
物
な
ど
と
、
子
供

た
ち
も
参
加
し
て
自
治
会
総
ぐ
る
み
で

盛
大
に
行
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
の
年
間
行
事
と
し
て
、
三

月
に
敬
老
会
、

五
月
に
母
の
目
、
八
月

に
盆
踊
り
と
野

・
排
球
、
九
月
に
体
育

祭
と
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
は
世
界
コ

ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
の
年
で
も
あ
り
、
そ
の
充
実

を
図
る
場
所
と
し
て
各
班
の
公
民
館
の

改
善
整
備
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

「
活
発
な
分
館
活
動
に
、

一
人
で
も

多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
健
康
で
明

る
い
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
念
願
し
て

い
ま
す
」
と
自
治
会
長
さ
ん
は
話
し
て

わ
ね

p
り
h
引
い
ふ

Z
1
l
ν

ム正

子
供
た
ち
を

水
の
事
故
か
ら
守
ろ
う

六
月
か
ら
八
月
は
、
子
供
の
水
の
事

故
が
目
だ

っ
て
増
、え
る
時
期
で
す
。
子

供
の
水
の
事
故
は
、
こ
の
時
期
に
限
ら

ず

一
年
中
起
こ

っ
て
い
ま
す
が
、
六
月

か
ら
八
月
が
と
く
に
多
く
、

同
じ
時
期

の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す
。

子
供
は
水
遊
び
が
大
好
き
で
す
。
そ

の
半
面
、
水
の
怖
さ
を
知
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
親
が
ち
ょ

っ
と
目
を
離
し

た
す
き
に
、
と
り
返
し
の
つ
か
な
い
悲

し
い

事
故
に
結
び
つ
く
こ
と
が
多
い

の

企 旨 ?"

~ 

../'戸、...__

で
す
。

子
供
の
水
の
事
故
は
保
護
者
の
責
任

と
心
得
て
、
ふ
だ
ん
か
ら
子
供
に
よ
く

注
意
を
す
る
と
と
も
に
、
水
の
事
故
か

ら
尊
い
生
命
を
守
る
た
め
に
、

次
の
よ

う
な
点
に
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

O
子
供
た
ち
だ
け
で
水
遊
び
ゃ
水
泳
に

行
か
な
い
よ
う
、
ふ
だ
ん
か
ら
言

い

聞
か
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

O
家
の
近
く
に
、
た
め
池
や
用
水
池
な

ど
が
あ

っ
て
、
サ
ク
と
か
フ
タ
な
ど

が
な
い
場
合
は
、
所
有
者
な
ど
に
申

し
入
れ
て
処
置
を
し
て
も
ら
い
ま
し

トみ

よ
ノ
。

O
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
供
を
見
か
け

た
ら
声
を
か
け
、

安
全
な
場
所
で
遊

ば
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
雨
降
り
の
後
な
ど
川
や
用
水
が
増
水

し
て
い
る
と
き
は
、

子
供
を
近
づ
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う。

O
自
宅
問
辺
百
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
ま
で

の
所

(
幼
児
の
活
動
範
囲
)
に
、
危

険
な
所
か
な

い
か
調
べ
て
お
き
ま
し

ト品、「ノ。

O
海
水
浴
な
ど
に
行
っ
た
と
き
は
、

r
T

佐
川
か
ら
目
を
僻
吐
き
な
い
よ
、
7
に
し
ま

ー/♂ー--.........__ー
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.
i
m丸
子
総
改
良
促
進
期
成

同
組
合

τは
.
平
井
孝
ト
ン
-
不
ル
の
早

割
問
過
を
目
指
し
て
い
ま
す

B

こ
札
が

と

も

に

有

名

な

の

」

で
す
。
樹
齢
七
百
年
と
も
い
わ
れ
、
幹

の
周
囲
十
三
メ
ー
ト
ル
、
高
き
三
十
メ

出 890号、

安
全
は
家
庭
・
学
校

職
場
・
地
域
ぐ
る
み
で

7
月
1
日
は
国
民
安
全
の
日

事
故
の
な
い
安
全
な
一
日
を
送
る
こ

と
は
私
た
ち
の
共
通
な
願
い
で
す
。

し
か
し
、
最
近
秋
田
県
を
中
心
に
大

き
な
被
害
が
起
き
た
日
本
海
中
部
地
震

は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
一

般
に
災
害
や
事
故
の
発
生
は
予
期
で
き

な
い
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

災
害
を
未
然
に
防
止
し
安
全
を
確
保

す
る
た
め
に
、
ま
た
、
万
一
災
害
が
発

生
し
て
も
、
あ
わ
て
ず
に
最
善
の
手
段

を
実
行
で
き
る
よ
う
、
常
日
ご
ろ
の
準

備
を
私
た
ち
は
怠
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

だえつ一(7)ー一一一 昭和58年 7月1日 広 報

昭
和
五
十
八
年
度

安
全
会
議
総
会
を
開
催

市
で
は
、
「
上
田
市
安
全
会
議
(
議
長
・

上
田
市
長
)
」
を
組
織
し
、
市
民
の
日
常

生
活
の
安
全
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

安
全
会
議
は
、
「
交
通
安
全
」
「
産
業

安
全
」
「
防
災
安
全
」
「
学
校
安
全
」
「
家

庭
安
全
」
の
五
つ
の
部
会
か
ら
構
成
さ

れ
、
各
部
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
明

る
い
安
全
な
家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地

域
づ
く
り
の
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
安
全
会
議
総
会
が
、
五
月
三
十

一
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
席
上
、
各

部
会
の
昭
和
五
十
七
年
度
の
事
業
実
施

状
況
が
報
告
さ
れ
、
ま
た
、
今
年
度
の

予
算
案
、
事
業
計
画
な
ど
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
総
会
で
は
安
全
促
進
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
た
次
の
か
た
が
た
と
団
体

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

O
交
通
安
全
部
会

小
山
田
武
人
様

笠
原
正
太
郎
様

上
回
交
通
安
全
協
会
神
科
支
会
様

。
防
災
安
全
部
会

小
宮
山
文
善
様

上
田
市
消
防
音
楽
隊
様

上
回
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
様

真
四
六
文
銭
ク
ラ
ブ
様

O
学
校
安
全
部
会

上
田
市
立
室
賀
小
学
校
様

上
回
市
立
塩
田
中
学
校
様

。
家
庭
安
全
部
会

下
常
国
自
治
会
様

下
紺
屋
町
自
治
会
様

。
交
通
事
故
相
談
員

横
川
庄
次
郎
様

い
ま
す
」
と
自
治
会
長
き
ん
は
話
し
て

わ
ね

p
句
判
札
寺
。

lν
れ
九
。

‘珂司

みんなで、わっしょい

7月9日・10日

ぺ(
ー"戸

O 

L供海
Fか水
7 ら浴
目な
をど
離に
き行
な つ
いた
よと
フ主

には
』、

ま子

り紙園祭

市
自
治
会
連
合
会
で
は
、
七
月
九
日

ぎ

お

ん

出
十
日
間
に
「
祇
園
祭
り
」
を
行
い

ま
す
。当

日
は
、
市
街
地
の
図
部
分
の
交
通

規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。
時
間
は
、
九
日

が
午
後
六
時
か
ら
十
時
、
十
日
が
午
前

九
時
か
ら
正
午
ま
で
で
す
。
皆
さ
ん
の

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
臨
時
バ
ス
停
も
、
九
日
が
午

後
六
時
か
ら
十
時
、
十
日
が
午
前
九
時

か
ら
正
午
ま
で
で
す
。
規
制
時
間
終
了

後
は
、
平
常
の
バ
ス
停
位
置
に
も
ど
り

ま
す
。
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連
を
つ
く
っ
て
申
し
込
も
う

7
月
日
日
制
ま
で

山
氏
の
ん
滑
り

「
上
回
わ

っ
し
ょ
い
」

は
、
今
年
で
ト
ニ
同
目
を
迎
え
ま
す
。

本
年
は
上
岡
築
城
四
百
年
祭
記
念
と
し

て
雌
大
に
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
七
月
三

ト
日
の
夜
は
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
く
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

7/30(お
えつ広報

ta 

「
連
」

の
申
込
受
付

七
月

一
日
か
ら
「
連
」
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。
自
治
会
、
職
場
な

ど
で
踊
り
述
、
み
こ
し
連
、
太
鼓
連
を

つ
く
っ
て
、
下
記
の
要
領
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
は
、
七
月
十
五
日
闘
で

す
。
締
切
日
を
過
ぎ
て
か
ら
の
お
申
し

込
み
は
、
巡
の
出
発
場
所
の
位
置
の
闘

係
か
ら
受
け
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

御
注
意
く
だ
さ
い
。

国 国岡田

上
田
市
大
手

l
の

川

の

同

上
田
市
商
工
部

観
光
課
内

占
抗

vfaい仮
事
務
所
行

人 連
数名

小お「

堂 ( と

生 喜な
生
じ;J. -
上 ，ー、
) 踊み

りし

太

霞

名名 ~

団
体
名

代
表
者
名

住
所

電
路

踊
り
の
練
習
は

踊
り
の
講
師
が
必
要
な
速
に
は
、
上

国
民
制
連
合
会
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
指

導
に
行
き
ま
す
。
講
師
の
皆
き
ん
の
述

絡
先
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
最
寄
り
の
講
師
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
講
師
へ
の
謝
礼
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
が
、
送
迎
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
の
交
通
規
制
な
ど
に
つ

い
て
は
、
次
号
の
「
広
報
う
え
だ
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

上田築城400年祭

記念花火大会

と き-一 7月29日制午後 7時30分

ところ・・・千曲川上回橋上流
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(敬称略)58年度納税組合連合会役員名簿
S名也IK納税組合名 氏 名 地名区 納税組合名 氏 名

東
踏入東部 木次 昇 上田原宮本 合絵崎捨太郎

中筋‘回第 1
JII 

昔日
坂井太賀美

辺
川辺町中部 内藤一男

下常田第 4 。荻久保今朝平 下之条中組第l 中村義晴

中
横町上町 内山 巌 神 大 屋 坂田堅二

上手甘屋町 林 重正 JII 下 青木 柳沢周吉
央

北大手第 3 0大井 昇
泉

山口東 組 上野紀ー

北
田町 清水平八郎 上半過第 3 石井厚

回
倉沢幸次

昔日
上川原第 4 0樋口 贋 福田第 4

下房山西部 合今井一郎
神
岩門 平林千広

新屋西部 堀内真太郎 染屋第 1 西沢親信
西 科

山崎正三
音E

緑が丘西 塚本 章 神科山口

常磐町 加藤啓治 豊 中吉田第 2 加藤等

牧 片岡功行 殿 赤坂山崎班 関 幸雄
城

工藤今朝ー開諏訪形不二 細川 俊雄 下組 久保
下 塩

伊藤常雄中之条下組 回中良一 下之郷第10

塩尻第 6 丸山 繁男 八木沢第 5 0藤沢酒造男
塩

金沢堅
尻

塩尻第 14 川合蔵人 手塚金井
田

古網野弥蔵塩尻第 18 足立 勇 別所東町
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新役員決まる

ー (9)一一一一 昭和58年 7月1日 広 報

盛思惑霊感騨
⑩ 

一会長に荻久保今朝平さん一

こ
の
ほ
ど
五
十
八
年
度
納
税
組
合
連

合
会
の
役
員
の
皆
き
ん
が
、
下
表
の
と

お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
会
長
に
は
、
荻

久
保
今
明
平
さ
ん
(
下
常
田
)
が
六
年

述
統
し
て
決
ま
り
、
一
年
間
、
御
苦
労

い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
各
地
区
に
は
、
お
お
む
ね
納

税
組
合
が
組
織
さ
れ
納
税
の
便
を
は
か

つ
て
い
ま
す
。
税
金
は
、
納
税
組
合
を

通
じ
て
納
付
さ
れ
ま
す
と
、
納
め
忘
れ

も
な
く
組
合
に
は
奨
励
金
も
支
給
さ
れ

ま
す
の
で
、
未
加
入
の
皆
さ
ん
は
納
税

組
合
に
加
入
さ
れ
、
納
税
に
御
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

国民年金は個人で保険料を納め、老後や万ーの事故

など働けなくなったときに受ける制度ですから、「加入」

から「受給」まで、すべて自分で手続きをしなければな

りません。

手続きは簡単です。印鑑をお持ちになり 市役所・国

保年金課年金係窓口(18番)へおいでください。

こァんなときは届け出を
資格取得の届...一・満20歳になったときや、会社を

やめ厚生年金をぬけたとき
資格取得の

・・・・・・サラリーマンの奥さんなどが希
申出書

(任意加入者) 望で加入するとき

資格喪失の届・・・・・・会社などに勤めはじめて、厚生

年金に加入したとき

一-希望して加入した人が、都合で

やめたいとき
保険料納付免 .，.-+:t-

除の申請書 一・・・・生活カ、古しくて、保険料を納め

られないとき
保険料納付免
除の該当届 ...一生活扶助などを受けるようにな

っfことき
住所(氏名)

変更の届 ・・・・・住所や氏名が変わったとき

給付の裁定 ・一-一年金や一時金を受けようとする
請求書

とき

資格喪失の
申出書

一一人生のふ しぶ しに手続き を忘ずに一一

御
寄
付
お
礼

次
の
皆
様
か
ら
温
か
い
御
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

マ
古
川
弥
五
郎
撮

(
中
野
)
三
千
十

円

社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
石
井
茂
人
栂

(
保
野
)
松
五
本

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

マ
笠
原
正
太
郎
樟

(
神
畑
)
い
ち
い

二
本
、
つ
つ
じ
二
本
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

へ

マ

鈴

木

俊

様

(
天
神
四
)
五
十
万

円

社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
長
遊
園
様

植
木
鉢
三
百
三
十
五
個

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ

マ
財
団
法
人
新
制
作
座
文
化
セ
ン
タ
ー

様

図
書
券
三
万
円
青
少
年
の
健
全

育
成
に
役
立
つ
本
の
購
入
に

マ
上
野
四
郎
樟

(
半
過
)
盆
景
一
基

城
南
公
民
館
の
来
館
者
観
賞
用
と
し
て

マ
西
田
技
研
工
業
株
式
会
社
樟

敷
ご

ざ
三
十
畳

川
辺
町
同
和
集
会
所
ホ
ー

ル
用
に

マ
長
野
大
学
こ
ろ
ぽ
つ
く
る
の
会
様

八
千
三
百
九
十
一
円
交
通
遺
児
育
英

の
た
め

マ
中
沢
富
彦
樟

(
秋
和
)
三
千
円

社
会
福
祉
基
金
の
梢
立
金
と
し
て

マ

匿

名

千
二
百
四
十
円
社
会
福

祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て
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お知らせ
「
海
の
家
」
の
御
利
用
を

え

7
・
8
月
谷
浜
と
能
生
に

つ

消
費
生
活
ホ
l
ム
講
座

メι

，; 

毎
年
、
市
民
の
皆
き
ん
に
好
評
の
「
上

田
市
海
の
家
」
を
、
今
年
も
七
月
一
日

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
、
谷
浜
海
岸

と
能
生
浜
海
岸
に
開
設
し
ま
す
。
お
気

軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
開
設
場
所
〉

マ
谷
浜
海
岸
H

旅
館
「
飯
田
屋
」

新
潟
県
上
越
市
長
浜
一
三
五

北
陸
線
谷
浜
駅
下
車
、
駅
前

宮

0
2
5
5
⑮
2
I
o
-
-
2
7

p
b
ヴ，

能

県海
西岸

草民
自宿

iilー{亙ト守ヒ陸本線

募
理
由
を
御
記
入
の
う
え
、

〒
3

8

6

市
内
大
手

一
1

一一ー
l

一六

上
田
市
役
所
生
活
環
境
課
生
活
係
ま

北
陸
線
能
生
駅
下
車
、
パ
ス
で
約

五
分

2
0
2
5
5
6
⑥
2
3
1
6
 

回
司

Z
E

・
時用孟

串
・ぴよお金料，J 

〈
申
込
方
法
v

家

電
話
で
直
接
、
海
の
家
に
予
約
し
て
ゆ

く
だ
さ
い
。
予
約
は
お
早
め
に
お
願
い
れ
一

し
ま
す
。
日
帰
り
で
利
用
す
る
場
合
も

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
(
例
年
、
七
月
下

旬
か
ら
八
月
上
旬
に
か
け
て
は
利
用
者

が
集
中
し
ま
す
。
な
る
べ
く
こ
の
期
間

を
避
け
て
計
画
す
る
こ
と
も
考
え
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
)

な
お
、
予
約
取
り
消
し
の
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
「
海
の
家
」
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

@
行
け
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
お
早

め
に
、
必
ず
予
約
取
り
消
し
の
連

絡
を
海
の
家
に
し
て
く
だ
き
い
。

〈
料
金
・
利
用
時
間
〉

別
表
の
と
お
り
で
す
。
宿
泊
さ
れ
る

方
で
、
こ
の
時
間
以
外
に
利
用
さ
れ
る

方
は
、
部
屋
を
専
用
で
き
ま
せ
ん
。
旅

館
の
指
示
に
従
っ
て
〈
だ
き
い
。

歩
合
た
、
超
過
時
間
に
つ
い
て
は
、
割
引

H
，
禍
唱

l
し
倒
防
H

ふ王}、介。
7
0
こ
b
L
j
u
b
h
H
7
iZ
ム

1

検
査
内
容
:
・血
液
生
化
学
検
査
、
尿
検

査
、
肺
機
能
検
査
、
心
電
図
検
査
な

ど
十
一
項
目
の
検
査
と
体
力
測
定

の
で
、
御
承
知
く
だ
さ
い

手IJ 用 料 金 利用時間 l

宿泊
大人 3，900円 小人 3，600円 午後翌1日時午~前10時

( 2食付)
飯田屋

日1帯り 600円 午前10時午~後大人 800円 小人
4p寺(食事なし)

宿泊
大人 3，800円 小人 3，500円 午楽後翌1日時午~後 2時

( 2食付)
かなはち

日帰り 600円 午円リ10時午後4時大人 800円 小人
(食事なし)

市
営
住
宅
の

補
充
入
居
を
募
集

管
理
課
住
宅
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
4
5

有
線
②
0
7
4
1

市
営
住
宅
補
充
入
居
募
集
を
九
月
三

十
日
樹
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
御
希
望

の
皆
き
ん
は
、
管
理
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
き
い
。

申
込
資
格
:
・
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
勤

ホ
円
仲

E
mり
金
町

?
9
i八
手
ー
、

件
止
{
も
ド
k
悶
悶

っ

4L

い

断
酒
会
に

※能生浜「かなはち」の宿泊利用時間は、翌日午後 4時が翌日午後 2時

に変わりました。

る
人
、
同
居
者
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
人
(
特
定
者
に

つ
い
て
は
、
単
身
者
で
も
け
つ
こ
う

で
す
)
、
公
営
住
宅
収
入
基
準
に
該
当

す
る
人

入
居
有
効
期
限
・:
十
月
三
十
一
日
開
、

入
居
は
補
充
入
居
で
す
の
で
、
御
希

望
の
団
地
に
空
き
が
で
き
た
と
き
、

申
込
入
居
順
位
に
よ
り
入
居
が
で
き

ま
す
。

「
す
ま
い
づ
く
り
のA

B
C」

の
御
聴
講
を

上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
(
⑪

8
5
1
7
・
宮
⑮

0
9
9
8

長
野
県
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
一
日
生
活
教
室
と
し
て
、
毎
月
、

講
演
会
を
聞
い
て
い
ま
す
。
今
月
は
次

の
と
お
り
で
す
。

と
き
:
・
七
月
十
五
日
幽
午
後
一
時
三

十
分
か
ら
三
時
三
十
分

と
ニ
ろ
・
:
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
教

室
テ
l
マ
・
:
「
す
ま
い
づ
く
り
の

A
B
C
」

ー
土
地
の
取
得
か
ら
住
居
の
保
全
ま

で
l

講
師
・
:
県
住
宅
部
建
築
管
理
課
課
長

補
佐
新
井
宣
義
き
ん

申

4

a

貝・・

吉岡命令

n
q
A
槍
曙
岨
町
制
掛
町
.
，
ゐ

-m判
制
民
汁
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消
資
生
活
ホ
!
ム
講
座

の
受
講
者
を
募
集

生
活
環
境
線
生
活
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
1

有
線
②
0
6
7
1

長
野
県
上
回
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
で

は
、
消
資
生
活
上
の
基
礎
知
識
に
つ
い

て
学
習
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
事
情
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど

が
実
施
し
て
い
る
学
習
の
場
に
出
席
で

き
な
い
消
費
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

通
信
制
の
消
費
生
活
ホ
ー
ム
講
座
の
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
・
:
十
八
歳
以
上
の
県
内
に
必

住
ま
い
の
人
で
、
消
費
生
活
上
の
基

礎
知
識
に
つ
い
て
学
習
意
欲
を
お
持

ち
の
人

学
習
内
容
・
:
毎
日
の
消
費
生
活
を
安
全

で
正
し
く
合
理
的
に
営
む
う
え
で
必

要
な
基
礎
知
識
に
つ
い
て
、
わ
か
り

や
す
く
解
説
す
る
と
と
も
に
楽
し
い

も
の
と
す
る
た
め
の
工
夫
を
こ
ら
し
た

テ
キ
ス
ト
を
中
心
に
学
習
し
ま
す
。

学
習
期
間
・
・
・
九
月
下
旬
か
ら
五
十
九
年

二
月
ま
で
の
約
五
か
月
間

募
集
定
員
:
・
東
信
地
区
で
百
人

受
醜
料
・
・
・
無
料

応
募
期
限
:
・
八
月
二
十
日
出

応
募
方
法
・
:
官
製
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
、
応

だえつ-ω一一一ー昭和58年 7月1日 広報

募
理
由
を
御
記
入
の
、
?
え
、

-
T
3
8

6

市
内
大
手
一

l
一一

ー
一
六

上
回
市
役
所
生
活
環
境
課
生
活
係
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

リ
県
長
野
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー

u

受
診
を
お
勧
め
し
ま
す

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

市
で
は
、
成
人
病
の
予
防
と
健
康
増

進
の
た
め
、
県
長
野
総
合
健
康
セ
ン
タ

ー
(
長
野
市
若
里
)
で
受
診
さ
れ
る
よ

う
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

こ
の
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
通

常
の
諸
検
査
の
ほ
か
に
特
に
体
力
測
定

を
行
い
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
最
新
の

分
析
装
置
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ

て
健
康
状
態
を
詳
し
く
説
明
し
て
く
れ

ま
す
。今

回
は
、
市
役
所
前
か
ら
健
康
セ
ン

タ
ー
ま
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
無
料
送
迎

す
る
予
定
で
す
。
(
同
一
地
区
で
十
人
以

上
の
お
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、

近
く
ま
で
パ
ス
が
行
き
ま
す
)
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
あ
な
た
の
健
康
度
を
測
定
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者
:
・
お
お
む
ね
満
三
十
五
歳
以
上

六
十
五
歳
ま
で
の
市
民
の
皆
き
ん

募
集
人
員
・
・
・
七
十
五
名

館
の
指
示
に
従

っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
超
過
時
間
に
つ
い
て
は
、
割

り
増
し
科
金
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

検
査
内
容

血
液
生
化
学
検
査
、
探
検

査、

肺
機
能
検
査
、
心
電
図
検
査
な

ど
十
一

項
目
の
検
査
と
体
カ
測
定

(
希
望
者
の
み
国
同
検
診
)

受
診
料
・
:
九
千
円
(
同
時
に
胃
検
診
を

行
う
場
合
は
一
万
一
千
円
)

助
成
金
:
・
受
診
料
の
一
部
(
千
円
)
を

補
助
し
ま
す
が
、
補
助
の
対
象
と
な

る
人
は
三
十
五
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま

で
の
人
で
、
①
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
②
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で

助
成
制
度
の
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

受
診
日
・
:
九
月
中
の
指
定
さ
れ
た
日

申
込
方
法
・
:
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
、
職
業
、
加
入

保
険
名
、
以
前
に
セ
ン
タ
ー
で
受
診

し
た
こ
と
の
有
無
を
、
電
話
ま
た
は

は
が
き
で
保
健
予
防
課
ま
で
御
連
絡

く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
:
・
七
月
三
十
日
出
(
た
だ

し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
)

そ
の
他
・
:
①
受
診
日
は
決
定
次
第
通
知

し
ま
す
。
②
受
診
料
補
助
対
象
者
は

受
診
決
定
後
、
印
鑑
と
保
険
証
を
御

持
参
の
う
、
ぇ
受
診
前
に
当
課
へ
申
請

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
③
受
診
当
日

は
、
午
前
七
時
ま
で
に
指
定
場
所
に

御
集
合
く
だ
さ
い
。
④
申
し
込
み
の

取
り
消
し
ゃ
変
更
は
、
速
や
か
に
御

連
絡
く
だ
さ
い
。
⑤
対
象
外
の
人
で

も
受
診
は
で
き
ま
す
が
、
補
助
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
御
了
承
く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

申
込
資
絡
:
・
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
勤

め
先
の
あ
る
人
で
住
宅
に
困
っ
て
い

断
酒
会
に

お
で
か
け
く
だ
さ
い

保
健
予
防
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
9
0

酒
を
や
め
た
い
と
思
っ
て
も
、
な
か

な
か
や
め
ら
れ
な
い
で
悩
ん
で
い
る
人
、

ま
た
、
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ

断
酒
会
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

と
き
:
・
毎
週
木
曜
日
、
午
後
七
時
か

ら
九
時

と
ニ
ろ
・
:
上
回
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

遺
伝
に
関
す
る

御
相
談
に
応
じ
ま
す

上
田
保
健
所

宮
⑮
1
2
6
0
内
線

2
3
4

遺
伝
に
か
か
わ
る
こ
と
で
悩
み
や
心

配
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
、
長
野
保

健
所
と
松
本
保
健
所
で
は
、
次
に
よ
り

遺
伝
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
上
回
保
健
所
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
相
談
内
容
〉

O
あ
な
た
や
家
族
に
生
ま
れ
つ
き
と
恩

わ
れ
る
異
常
や
病
気
が
あ
る
。

O
結
婚
し
よ
う
と
思
う
相
手
の
家
族
に

遺
伝
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
異
常

講
師
・
:
県
住
宅
部
建
築
管
理
課
課
長

補
佐
新
井
宣
義
さ
ん

定
員
:
・
百
名

且
文
治
咽
制
円
・

-
h間
割
品
川

や
病
気
が
あ
る
。

O
前
回
の
お
産
で
異
常
の
子
が
生
ま
れ

た
が
、
次
の
子
が
心
配
。

O
近
親
婚

(
血
族
結
婚
)
す
る
と
、
ど

ん
な
遺
伝
的
影
響
が
あ
る
だ
ろ
う
。

〈
予
約
方
法
〉

相
談
は
予
約
制
で
す
。
希
望
き
れ
る

方
は
、
上
回
保
健
所
へ
電
話
で
、
相
談

し
た
い
事
柄
と
日
時
を
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

〈
相
談
日
v

長
野
保
健
所
は
第
一
月
曜
日
の
午
後

一
時
か
ら
四
時
ま
で
、
松
本
保
健
所
は

第
三
土
曜
日
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま

で
で
す
。

〈
費
用
〉

費
用
は
無
料
で
す
。

〈
そ
の
他
V

わ
か
る
方
は
、
家
系
図
(
祖
父
母
の

代
く
ら
い
ま
で
)
を
書
い
て
、
相
談
日

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

犬
は
郵
便
受
箱
か
ら

離
し
て
つ
な
ご
う

郵
便
外
務
員
が
、
犬
に
か
ま
れ
る
事

例
が
増
え
て
い
ま
す
。

郵
便
局
で
は
、
犬
が
放
し
飼
い
の
た
め

危
害
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、

や
む
を
得
ず
配
達
を
一
時
休
止
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
愛
犬
は
郵
便
受

箱
か
ら
離
れ
た
所
に
つ
な
い
で
い
た
だ

く
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。



シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
分
野
か
ら
問
題
を
提
起
し
て
、

こ
れ
を
も
と
に
市
民
の
皆
さ
ん
と
討
議

し
て
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を

ロM-
受
付
期
間
:
・
七
月
六
日
1
七

月
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四

日
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ぐ
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さ
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御
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一
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発
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し
い
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(五
月
三
十

一
日
現
在
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次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
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描叫
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
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マ
税

務

i
昭
和
三
十
八
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
四
十

一
年
四
月

一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

各
職
種
の
仕
事
内
容

マ
行
政
事
務
A

H
H

一
般
の
事
務
ま
た
は

技
術
的
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

マ
行
政
事
務

B
l
行
政
事
務
A
と
仕
事

の
内
容
は
同
じ
で
す
が
、
変
則
的

勤
務
を
含
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

マ
郵
政
事
務

A
H郵
便
局
な
ど
で

一
般

の
内
勤
事
務
に
従
事
し
ま
す
。

マ
郵
政
事
務

B
H郵
便
局
な
ど
で
変
則

的
勤
務
を
伴
う
内
勤
事
務
に
従
事

し
ま
す
。

丸
堀
町

八 七八六
二三六 九七

下
常
田

小

牧

中
常
国

新

阻

本

町

申
込
先
:
・
干

1
0
0

東
京
都
千
代
田

区
大
手
町

一
l

三
l

三

人
事
院
関
東

事
務
局
封
筒
の
表
に
赤
字
で
「
初

級
請
求
」
と
書
き
、
六
十
円
切
手
を

は

っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

H
H
長
野
大
学
公
開
講
座
H
H

テ
1
マ
は
「
上
岡
市
の

発
展
を
考
え
る
」

長
野
大
学
付
属
図
書
館
宮
⑮

2
3
5
0

長
野
大
学
で
は
、
次
の
と
お
り
公
開

七
六

八

O
八
五四

五
一

五
六

九
七

末
広
町

上
海
尻

五七
一一ノ、

八五
九四

七 八
ノ、ーーー

八八

四 四
七
四

6
月
定
例
市
議
会
、
農
林
・
土
木
な
ど
重
点
に
補
正

・
3
ペ
ー
ジ

交
通
渋
滞
解
消
運
動
・
実
態
調
盃
;
:
・
:
;
:
:
・

4
-
5
ペ
ー
ジ

一
福
祉
医
療
費
給
付
金
制
度
、

8
月
1
日
か
ら

一
部
改
正
:
:
:
:
:
:
・

:
6
ペ
ー
ジ

ー

l
v「

p

b

:

:

・

;

:

・

:

・

ヲ

'

五
四

北
大
手

浦

野

b
u
i
占ハ

新

材
木
町

下
本
郷

千
曲
町

五

加

小

泉
倉

す

院

内

神

畑

北
大
手

大

屋

上
塩
尻

A昌

4
川

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

〈
報
告
者
〉

①
上
田
市
発
展
の
基
本
課
題

l
上
田
市

企
画
調
整
課
長
・
高
橋
邦
夫
さ
ん

②
上
田
市
の
歴
史
と
文
化

1
長
野
大
学

助
教
授
・
野
原
建
一
さ
ん

③
上
田
市
の
産
業
と
地
域
社
会

l
長
野

大
学
教
授
・

菅
沼
正
久
き
ん

④
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
住
民
組
織

l

長
野
大
学
講
師
・
安
井
幸
次
さ
ん

〈
そ
の
他
〉

受
講
料
は
無
料
で
す
。
駐
車
場
は
、

市
民
会
館
、
市
民
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

七

七四八七八八六五
八七 O 四五 一四 六

一八 六
O 二 0

八
五

七 六

八二五七
二三 O 二

新

回

下
塩
尻

牛
l

l

ヘ

E3八

市
民
と
市
長
の
日

毎
月
1
日
に
行
っ
て

い
ま
す
「
市
民
と
市
長
の
日
」
を
、
来
月
は
都

合
に
よ
り
8
月
5
日
掛
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
ま
で
、
市
役
所

3
階
市
長
室
で
行
い
ま
す
。
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